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リニアコライダー議員連盟の
メンバーKEKを視察

　リニアコライダー国際研究所建設推進議員連盟の会

長の与謝野馨経済財政・金融担当大臣（元文部大臣、

元通産大臣、前自民党政調会長）と、議員連盟のメン

バーの河村建夫衆議院議員（元文部科学大臣、自民党

文教制度調査会長、議員連盟幹事長）、森英介衆議院

議員（衆議院予算委員会理事、元厚生労働副大臣、議

員連盟事務局長）、鈴木俊一衆議院議員（元環境大臣、

衆議院文部科学委員会委員、衆議院財務金融委員会委

員）、井上信治衆議院議員（衆議院厚生労働委員会委員、

衆議院沖縄及び北方問題に対する特別委員、自民党広

報局次長）の 5名が 9月 4日に高エネルギー加速器

研究機構（KEK）を視察されました。

　議員連盟の一行は鈴木機構長から KEK の研究活動

全般について概要説明を受けた後、2時間ほどかけて

KEK内の施設を

視察されました。

　最初に訪れた

のは、最先端

の素粒子の研究

を行っている

KEKB 加速器と

物質・生命の研

究に用いられる放射光リングに大量の電子や陽電子を

入射するための直線加速器です。長さは 500m、リニ

アコライダー（LC）と比べたら 80 分の 1 程度しか

ありませんが、それでも世界で 2番目に長い直線加

速器です。たった 500mのトンネルでも地球表面の

丸さによって真っ直ぐなビームと 2cmもずれてしま

うという榎本教授の説明に議員の皆さんは感心された

ご様子でした。LCでは超伝導の加速装置を使います。

制御室前のロビーでは、超伝導加速器の要であり世界

最高の加速性能をもつ超伝導加速空洞（通称イチロー

空洞）を見学されました。

　KEKB 加速器は世界最高輝度を誇る電子と陽電子の

コライダーで

す。大強度の

電子と陽電子

の衝突によっ

て作り出され

る B 中 間 子

とその反粒

子である反 B

中間子の性質を調べ、宇宙から反物質が消えた謎につ

いて研究しています。一行は赤井教授の説明に耳を傾

けながら様々な電磁石や強力な加速装置の並んだ一周

3kmのトンネル内を 200mほど歩きました。

　加速性能と並んで LCの鍵を握るのはビームの絞り

込み技術です。虫眼鏡で太陽光線を一点に集めて火を

つけたことはありませんか。太陽光線は平行だから光

は一点に集まるのです。LC ではナノメートルという

直線加速器を前に記念撮影

超伝導加速空洞 (イチロー ) についての説明を受ける

KEKB加速器を見学する与謝野大臣ら

先端加速器試験装置 (ATF) の説明を受ける各議員 (左から ) 河村議員、井
上議員、鈴木議員、与謝野大臣、森議員
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極めて小さなサイズにビームを絞り込む必要があるた

め、はじめに平行なビームを作らなければなりません。

LC で要求される性能は東京から鹿児島まで飛んでも

1mmしか広がらないビームです。一行が最後に見学

された ATF という加速器では、LCが必要とする小さ

くて平行な世界最高のビームを実現しました。国内だ

けでなく外国からも多くの研究者が機器を持ち込んで

実験しています。現場で説明した浦川教授の熱い語り

口に一行は納得したご様子でした。

　見学終了後、一行は機構長らと懇談しました。実際

の加速器を見てリニアコライダーのイメージがつかめ

た、と議員の方々から感想が述べられました。

最近の話題
■OHO’06 高エネルギー加速器セミナー開催
　8月 29日から4日間にわたりKEKで OHO’06 高エ

ネルギー加速器セミナーが開催されました。このセミ

ナーは、若手研究者の育成の一環として、参加者に加

速器の基礎と応用について学習の機会を提供すること、

併せて一般企業の研究者の加速器科学への理解を深め

ることを目的としています。1984年の第 1回に始ま

り、毎年1回夏に開かれています。（財）高エネルギー

加速器科学研究奨励会が主催し、昨年からはKEKも共

催しています。

　今年は「超伝導リニアコライダー」をテーマに 50

人を超える受講生が参加しました。この分野の第一線

で活躍中の研究者15名がリニアコライダーを構成す

る重要な加速器要素を設計するための基礎についての

講義を行いました。講師をつとめた栗木雅夫氏（KEK）

は、「ILCのような巨大な加速器建設を支える最大の資

源は人です。多くのひとが関わり、情報を共有して中

身を高めてゆくことが実現への道です」と述べました。

大学の研究室より
　日本における ILC の研究開発は KEK を中心に進め

られていますが、数の上では大学が多数派です。北は

東北大学から南は佐賀大学まで、幅広い地域で活発な

研究活動が行われています。ILC の加速器と測定器は

車の両輪のようなものです。加速器で作り出した電子

と陽電子の衝突は測定器によって検出され、様々な物

理現象の解析が行われます。

　ILC 測定器の開発はワールド・ワイド・スタディ

（WWS）という枠組みにより世界の研究者が国際協力

や競争をしながら研究開発されています。WWSのア

ジア地域責任者は東北大学の山本均氏で、アジアの測

定器開発活動をとりまとめていま

す。WWSのもとにはサブ測定器毎

の国際的なプロジェクトチームが

あり、国内の大学間でも協力関係が

確立されています。10 を超える大

学と KEK にまたがって研究が進行

中です。

　また ILC 加速器はいろいろな部分でこれまでにない

桁違いの高性能が必要とされ、大変挑戦しがいがあり、

ILC を機に測定器のみならず加速器本体の研究を始め

た大学もたくさんあります。次号以降、各大学の活動

を個別に紹介していきます。

今回の視察で訪れた施設


